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子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
口
知
能
）
に
触
れ
合
え
る

教
育
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
提
供
を
メ
イ
ン
事
業
と
す
る
Ｇ
ａ
ｒ
ｏ
ｏ
ｐ

（
ガ
ル
ー
プ
）。
山
下
大
貴
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
に
積
ん
だ
経
験
を
子
ど
も
た

ち
や
女
性
の
た
め
に
生
か
し
た
い
」
と
の
思
い
で
起
業
し
た
。
こ
の
思
い
に
共

感
し
、
事
業
に
協
力
し
て
い
る
の
が
福
岡
を
拠
点
に
活
躍
す
る
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
松
下
由
依
氏
。
突
然
の
依
頼
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
私
が
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
で
あ
れ
ば
」
と
快
諾
し
た
と
い
う
。
そ
ん
な
二
人
を
結
び
つ
け
た
の

は
「
九
州
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
熱
い
想
い
か
も
し
れ
な
い
。

松
下 

由
依 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

ま
つ
し
た
・
ゆ
い
／
１
９
９
７
年
７
月
15
日
生
ま
れ
。
福
岡
市
出
身
。
法
政
大
法
学

部
卒
業
後
、
九
州
朝
日
放
送
入
社
。「
ア
サ
デ
ス
。
K
Ｂ
Ｃ
」「
と
っ
て
も
健
康
ら
ん

ど
」「
ア
サ
デ
ス
。
７
」「
シ
リ
タ
カ
！
」
と
い
っ
た
番
組
に
出
演
。
今
年
4
月
に
独

立
し
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
現
在
、
K
Ｂ
Ｃ
で
は
「
ア
サ
デ
ス
。
K
Ｂ
Ｃ
」
ス
ポ
ー

ツ
☆
キ
ラ
リ
な
ど
を
担
当
。
書
道
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
顔
も
持
つ
。

山
下 
大
貴 
Ｇ
ａ
ｒ
ｏ
o
ｐ 

社
長

や
ま
し
た
・
た
い
き
／
1
9
9
4
年
10
月
31
日
生
ま
れ
。
長
崎
県
佐
世
保
市
出
身
。

長
崎
大
経
済
学
部
卒
業
後
、
2
0
1
7
年
4
月
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
に
就
職
。
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
。
20
年
1
月

に
独
立
し
て
以
降
、
Ｄ
ｅ
ｖ
Ｏ
p
ｓ
（
開
発
＆
運
用
）
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
実
績
を

積
む
。
23
年
4
月
Ｇ
ａ
ｒ
ｏ
ｏ
ｐ
創
業
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
り
の
出
会
い
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「快く協力いただいていることに深く感謝」 ──〈山下〉
　まったく面識がなかった松下さんに事業の協力を依頼したのは、起業の思
いを実現するためです。松下さんが今年４月、フリーアナウンサーに転身され
たことを知り、根拠などありませんでしたが「絶好のタイミング」だと考えまし
た。初めてお会いした際、ご快諾いただいたことに深く感謝しています。
　私が起業したのは「エンジニアとしてものづくりに携わってきた知識や経験
を、日本の将来を担う子どもたちや女性のために生かしたい」と考えたからで
した。人口減少や小子高齢化が進む中で日本が経済成長を実現するには、生
成 AIスキルの習得による生産性の向上が不可欠だといわれるからです。長
崎から全国、そして、世界で事業展開したいと考え、出身地である長崎に本
社を置きました。社名は、小さい頃から大好きだったカンガルーから取ってい
ます。社名の最後に「p」を付けたのは可愛らしい響きになると感じたこと、そ
れからAmazon やGoogleなど世界中を相手にする企業は6 文字が多いこと
にちなんでいます。また、イメージキャラクターのガルちゃんは、多くのユーザ
ーが当社の事業に共感してもらえることを想像しながら、私が作成しました。
　当社が提供するサービスについて説明した「AI YUI LESSON」に登場
する松下さんは、自由に語っていただいた3 分間ほどの映像を生成 AIを活
用して加工したものです。ご興味ある方は、ぜひ一度ご覧ください。

「子どもたちのために私ができることを」 ──〈松下〉
　山下社長、そしてGaroopを知ったのは、公式ラインに事業協力の依頼
が送られてきたことがきっかけです。そこに記されていた内容は「生成 AI
を活用した教育プラットフォームの制作に協力してもらえないでしょうか」と
いうこと。「何ごとも前向きに。依頼された仕事を受けるかどうかは、説明を
聞いてから判断する」というのが私のスタンスですので、お会いすることにし
ました。少し不安を感じたのは、送られてきた経歴書に貼られた写真が、な
ぜか口を大きく開けたものだったことくらいでしょうか（笑）。
　山下社長から話をうかがって分かったのは、Garoop が手掛ける事業は、
私がこれまでプライベートや仕事を通じて子どもたちと触れ合いながら感じ
ていた課題の解決を目指しているということでした。今の子どもたちにとっ
てプログラミングは身近な存在であり、小さい頃から親しむことが大切だと
もいわれています。子どもたちのためになる仕事にずっと携わりたいと考え
ていることもあり、少しでもプログラミングやエンジニアリングの技術・知識
の習得のお手伝いができるのであれば協力させていただきたいと考えました。
山下社長の人柄の良さと熱い想いを感じられたことも、事業をお手伝いした
いと考えた理由の一つです。さまざまな人たちのためになる事業に、これか
らも喜んで協力させていただきたいと考えています。


